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一
月
二
六
日
は
第
四
九
回
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
　
で
す
。
こ
の
日
を
中
心
に
、
文
化
財

を
火
災
・
震
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、

全
国
各
地
で
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

大
戦
後
の
混
乱
の
中
、
国
宝
や
重
要
文
化

財
が
海
外
に
流
失
す
る
危
機
感
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
退
廃
し
た
空
気
の
中
、
昭

和
二
四
年
一
月
二
六
日
に
法
隆
寺
金
堂
で
失

火
が
あ
り
、
世
界
最
古
の
木
造
建
築
に
描
か

れ
た
白
鳳
時
代
の
壁
画
が
焼
損
し
ま
し
た
。

ま
た
、
翌
年
に
は
金
閣
寺
が
火
災
に
遭
い
、

国
民
に
強
い
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

国
は
昭
和
二
九
年
に
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画
が

雁
災
し
た
一
月
二
六
日
を
文
化
財
防
火
デ
ー

と
定
め
、
貴
重
な
文
化
財
が
失
わ
れ
な
い
よ

う
に
広
く
国
民
に
協
力
を
お
願
い
す
る
目
と

し
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
平
成
一
〇
年
五
月
に
東
大
寺

戒
壇
院
千
手
堂
が
全
焼
し
、
重
要
文
化
財
の

木
造
愛
染
明
王
坐
像
な
ど
が
被
害
を
受
け
ま

た
。
さ
ら
に
、
平
成
二
一
年
五
月
寂
光
院
本
堂

が
火
災
に
遭
い
、
重
要
文
化
財
の
木
造
地
蔵
菩

薩
立
像
が
焼
損
し
ま
し
た
。

文
化
財
は
、
先
人
た
ち
が
永
年
に
わ
た
っ
て

大
切
に
守
り
伝
え
て
き
た
か
け
が
え
の
な
い
財

産
で
す
。
文
化
財
を
平
素
か
ら
火
災
か
ら
守
り
、

次
代
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

練
馬
区
内
で
も
、
練
馬
・
光
が
丘
・
石
神
井

の
三
消
防
署
が
次
の
寺
社
で
防
火
演
習
を
行
う

予
定
で
す
。
自
由
に
見
学
で
き
ま
す
の
で
、
是

非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
場
所
と
時
間
に
つ
い
て
は
ね
り
ま
区

報
の
一
月
二
一
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

練
馬
区
教
育
委
員
会
文
化
財
係

今
年
は

江
戸
開
府

四
百
年
－
・

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
、
関
が
原
の
戦
い

に
勝
利
し
た
徳
川
家
康
は
、
大
阪
城
か
ら
伏
一
一

見
城
へ
と
移
り
、
慶
長
七
年
に
江
戸
城
に
戻
。

り
ま
す
。
翌
年
の
慶
長
八
年
二
六
〇
三
）
、
コ

家
康
は
征
夷
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
、
江
戸
に
＝

幕
府
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
年
以
降
、
江
戸
三

は
政
治
経
済
の
中
心
と
な
り
、
町
屋
や
大
名
l
一

㍉
∴
∵
∵
∴
二
一

〓

。
市
と
し
て
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

ニ
江
戸
の
人
口
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
練
＝

。
馬
区
の
地
域
は
周
辺
農
村
と
し
て
発
展
し
ま

こ
し
た
。
武
蔵
野
台
地
で
は
、
水
稲
耕
作
よ
り
ニ

＝
も
畑
作
に
適
し
て
い
た
た
め
、
新
鮮
な
野
菜
。

三
を
生
産
し
、
江
戸
の
ま
ち
へ
供
給
す
る
地
域
コ

＝
と
し
て
江
戸
の
台
所
を
支
え
ま
し
た
。
ス
ス
＝

コ
キ
な
ど
が
生
え
る
野
原
か
十
畑
と
雑
木
林
＝

が
つ
ら
な
る
景
観
へ
と
移
り
変
わ
り
ま
し
＝

ニ
ー
．
－
。
。
∴
∵
∴
∵
ニ

ど
、
江
戸
府
内
か
ら
近
い
村
々
と
し
て
、
江

戸
文
化
の
影
響
を
受
け
た
生
活
が
営
ま
れ
ま
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市
民
参
加
に
よ
る
石
神
井
城
跡
の
構
造
解
明

発
掘
調
査
は
今
年
度
で
、
五
年
目
を
迎
え
ま
す
。

一
九
九
八
年
に
主
郭
（
城
の
中
心
施
設
）
と
推

定
さ
れ
る
堀
の
発
掘
か
ら
始
め
、
土
塁
・
内
郭

（
土
塁
で
囲
ま
れ
た
内
側
）
と
調
査
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
に
よ
っ
て
堀
は
断

面
U
字
形
の
箱
堀
で
、
規
模
は
上
幅
1
2
m
前

後
、
深
さ
4
・5
m
～
5
・2
m
、
下
幅
が
推
定
で
2
・
9

m
を
測
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一

九
九
八
年
に
土
塁
の
盛
土
か
ら
十
五
世
紀
の

常
滑
焼
の
底
部
破
片
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
土
塁
が
修
復
さ
れ
た
時
期
を
示
す
の

か
、
築
い
た
時
期
で
あ
る
の
か
新
た
な
問
題
が

提
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
土
塁
の
規
模
は
基

底
幅
が
1
6
・
3
m
で
、
現
状
の
高
さ
は
2
～
3
・2
m
が

の
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
こ
の
調
査
で
は
、
土
塁
盛
土
の
下
層
か
ら
小

刀
も
出
土
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
〇

一
年
の
内
郭
の
調
査
で
は
柱
穴
の
可
能
性
の
あ

る
ピ
ッ
ト
群
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
付
近

か
ら
は
天
目
茶
碗
な
ど
の
輸
入
陶
磁
器
片
、
瓦

片
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
昨
年
・
一
昨
年
に
引
き
続
き
内

郭
を
調
査
し
ま
し
た
。
発
掘
調
査
は
二
月
一

日
か
ら
八
日
で
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
延
べ
三
百

人
の
区
民
の
方
々
が
参
加
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
し
た
場
所
は
昨
年
調
査
し
た
場
所
の
北

側
の
5
m
X
1
0
m
（
ト
レ
ン
チ
1
）
範
囲
と
昨

年
調
査
し
た
場
所
と
今
年
の
調
査
範
囲
を
つ
な

ぐ
よ
う
に
2
m
X
3
m
（
ト
レ
ン
チ
2
）
の
範

囲
を
調
査
し
ま
し
た
。

ト
レ
ン
チ
1
・
ト
レ
ン
チ
2
と
も
昨
年
の
調

査
で
発
見
さ
れ
た
畑
の
畝
の
様
な
溝
状
の
遺

構
が
、
東
西
・
南
北
に
走
っ
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
南
北
の
涯
は
ロ
ー
ム
層

（
赤
土
）
ま
で
振
り
込
ん
で
、
溝
と
溝
と
の
間

に
赤
土
を
盛
り
上
げ
凸
凹
に
し
て
い
る
も
の
で
、

畑
の
耕
作
跡
と
は
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ト
レ

ン
チ
1
の
東
側
隅
で
、
深
さ
約
2
m
の
坑
（
穴
）

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
平
面
形
な
ど
は
全
体
を

掘
っ
て
い
な
い
た
め
不
明
で
す
が
、
底
面
は
平

ら
で
長
辺
が
2
・8
m
の
隅
円
長
方
形
と
推
定
さ

れ
ま
す
。
こ
の
坑
の
埋
め
土
上
層
か
ら
戦
後
の

茶
碗
片
が
出
土
し
て
お
り
、
昭
和
四
二
年
に
発

掘
調
査
し
た
遺
構
が
埋
め
戻
さ
れ
た
も
の
で
、

地
下
室
と
報
告
さ
れ
て
い
る
遺
構
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
一
二
世
紀
か
ら
江
戸
時

代
ま
で
の
陶
磁
器
片
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

トレンチ1全景

坑

トレンチ2全景

出土遺物

ー　2－
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乳
化
．
鱒
就
学
暗
線

●
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●
　
●
　
○
　
●
　
■
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
一

区
で
は
、
練
馬
区
文
化
財
保
護
条
例
に
基
づ

き
、
毎
年
文
化
財
を
指
定
・
登
録
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
皆
さ
ん
が
見
学
で
き
る
民
俗
行
事
と

天
然
記
念
物
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◇
　
民
俗
文
化
財
　
◇

●
富
士
塚
の
山
開
き

霊
峰
富
士
を
信
仰
の
対
象
と
し
、
富
士
浅
間

神
社
参
詣
を
目
的
に
富
士
講
が
結
成
さ
れ
、
江

戸
時
代
後
半
か
ら
明
治
時
代
を
中
心
に
富
士
塚

が
各
地
で
築
か
れ
ま
し
た
。

・
江
古
田
の
富
士
塚
開
放
・
山
開
き
（
小
竹

町
一
1
五
九
　
浅
間
神
社
）
　
国
指
定
重
要
有
形

民
俗
文
化
財
一
月
一
～
三
日
、
九
月
一
日
・

一
五
日
に
富
士
塚
が
参
詣
者
に
開
放
さ
れ
、
登

山
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
山
開
き
は
六
月
一

日
で
す
。

・
下
練
馬
の
富
士
塚
・
山
開
き
（
北
町
二
－

四
一
浅
間
神
社
）
　
七
月
一
日

■
　
中
里
の
富
士
塚
・
山
開
き
（
大
泉
町
一
－

一
八
　
八
坂
神
社
）
　
八
月
一
日

●
　
探
湯
の
儀

御
嶽
神
社
（
中
村
三
－
八
）
　
で
、
一
月
一
八

日
、
九
月
一
八
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
修
験
者
が

鉄
釜
で
沸
騰
さ
せ
た
湯
の
中
に
笹
束
を
入
れ
、
背

中
に
熱
湯
を
浴
び
ま
す
。
ま
た
、
火
渡
り
の
神
事

は
五
月
一
八
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

●
鶴
の
舞

氷
川
神
社
（
氷
川
台
四
－
四
七
）
の
春
祭
り
の

行
事
。
三
年
に
一
度
、
神
輿
が
御
里
帰
り
と
称
し

て
発
祥
地
で
あ
る
「
お
浜
井
戸
」
（
桜
台
六
－
三

二
）
に
渡
御
し
ま
す
。
雌
雄
一
対
の
鶴
に
扮
し
た

演
者
が
舞
い
ま
す
。
今
年
は
、
三
年
目
に
あ
た
っ

て
お
り
、
四
月
二
二
日
で
す
。
な
お
、
こ
の
神
輿

渡
御
行
列
の
様
子
が
明
治
時
代
の
絵
馬
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。

昔
は
正
月
用
晶
や
農
具
が
、
現
在
で
は
古
着
や

植
木
な
ど
を
売
る
露
店
が
並
び
、
近
隣
か
ら

人
々
が
集
ま
り
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す
。

鶴　の　舞

●
　
ち
が
や
馬
飾
り

八
月
七
日
に
弁
天
宮
　
（
北
町
一
1
三
九
）
　
の

星
祭
り
で
見
学
で
き
ま
す
。
七
夕
に
飾
ら
れ
る

チ
ガ
ヤ
で
作
る
七
夕
馬
で
、
こ
の
地
方
一
帯
の

農
家
で
行
わ
れ
て
き
た
民
俗
行
事
で
す
。

●
　
関
の
ぼ
ろ
市

木
立
寺
（
関
町
北
四
1
一
六
）
の
お
会
式
に
と

も
な
っ
て
十
二
月
九
二
〇
日
に
、
門
前
に
市
が

た
ち
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
、

◇
　
天
然
記
念
物
　
◇

●
　
カ
タ
ク
リ
開
花

三
月
下
旬
～
四
月
上
旬

（
大
泉
町
一
－
六
　
清
水
山
憩
い
の
森
）

約
二
十
万
か
ら
三
十
万
株
自
生
し
て
い
る
カ

タ
ク
リ
が
半
分
ず
つ
毎
年
交
互
に
開
花
し
ま
す
。

●
　
フ
ジ
開
花

四
月
中
旬
～
五
月
上
旬

（
春
日
町
一
－
三
〇
　
練
馬
東
小
学
校
）

区
内
最
大
の
フ
ジ
で
、
幹
は
根
元
部
分
で
最

大
径
一
m
あ
り
ま
す
。
棚
は
六
m
X
一
六
・
五

m
で
、
全
体
に
蔓
が
ま
き
つ
い
て
い
ま
す
。

見
学
の
際
は
、
学
校
受
付
に
連
絡
を
。

●
　
三
宝
寺
池
沼
沢
植
物
群
落

国
指
定
天
然
記
念
物
（
石
神
井
公
園
内
）

三
宝
寺
池
は
か
つ
て
湧
き
水
が
豊
富
で
、
水
質

が
き
れ
い
で
し
た
が
、
昭
和
四
十
年
代
に
湧
き
水

量
が
減
少
し
た
た
め
、
深
井
戸
に
よ
り
地
下
水
を

供
給
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
貴
重
植
物
の
保
全
策

が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
開
花
す
る
植

物
の
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ミ
ツ
ガ
シ
ワ
　
三
月
～
五
月

・
カ
キ
ッ
バ
タ
　
五
月
中
旬

・
　
コ
ウ
ホ
ネ
　
六
月
～
十
月

ミ
ズ
オ
ト
ギ
リ
　
七
月
～
九
月

●
　
八
の
釜
の
湧
き
水

（
東
大
泉
二
－
二
七
　
八
の
釜
憩
い
の
森
）

白
子
川
右
岸
の
湧
き
水
で
、
台
地
斜
面
地
の
裾

部
の
標
高
3
2
m
の
地
点
に
あ
り
ま
す
。

●
　
井
頭
の
ヤ
ナ
ギ

（
東
大
泉
七
－
三
四
　
大
泉
井
頭
公
園
）

白
子
川
上
流
域
の
井
頭
池
が
あ
っ
た
水
辺
に
生

息
し
て
い
る
マ
ル
バ
ヤ
ナ
ギ
。
高
さ
九
m
、
根
元
の
幹

周
り
約
二
・
二
m
を
測
り
ま
す
。

●
　
光
伝
寺
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ

（
氷
川
台
三
－
二
四
）

樹
高
が
一
四
m
、
幹
周
り
が
二
・
四
m
で
、
区
内

最
大
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ
。
推
定
樹
齢
は
数
百
年
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

●
　
内
田
家
の
屋
敷
林

（
早
宮
三
1
四
一
）

屋
敷
林
は
石
神
井
川
の
北
の
高
台
に
あ
り
、

堆
肥
生
産
な
ど
の
雑
木
林
と
屋
敷
の
周
り
に
植

え
ら
れ
た
、
防
風
林
と
し
て
の
ケ
ヤ
キ
か
ら
な

る
典
型
的
な
も
の
で
す
。
（
路
上
か
ら
見
学
）

●
　
練
馬
白
山
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ

国
指
定
天
然
記
念
物
（
練
馬
四
1
二
　
白
山
神

社
）拝

殿
前
に
二
株
あ
り
、
樹
齢
九
百
年
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
末
期
、
源
義
家
が
奥

州
征
伐
に
向
か
う
途
中
、
戦
勝
祈
願
に
立
ち
寄
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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練
馬
区
文
化
財
保
護
審
議
会委

員
委
嘱
（
第
九
期
）

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓L
－

文
化
財
尊
慮

江
戸
の

ま
ち
を
見
る

文
化
財
は
、
長
い
歴
史
を
通
じ
て
先
人

が
築
き
残
し
た
文
化
遺
産
で
あ
り
、
練
馬

の
歴
史
・
文
化
の
正
し
い
理
解
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
現
代
の

私
た
ち
の
文
化
的
生
活
の
糧
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
の
文
化
の
向
上
・
発
展
の
基
礎
と

な
る
も
の
で
す
。

区
で
は
、
区
内
文
化
財
の
保
護
・
保
存
お

よ
び
活
用
を
図
る
た
め
、
練
馬
区
文
化
財

保
護
条
例
を
昭
和
6
1
年
3
月
に
制
定
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、

同
年
1
2
月
に
学
識
経
験
者
で
構
成
さ
れ

た
練
馬
区
文
化
財
保
護
審
議
会
を
教
育

委
員
会
の
附
属
機
関
と
し
て
設
置
し
て
い

ま
す
。
主
な
所
掌
事
務
と
し
て
、
①
教

育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
る
②
重
要
事

項
を
調
査
し
、
審
議
す
る
③
重
要
事
項
に

つ
い
て
教
育
委
員
会
に
提
言
す
る
、
等
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
度
、
平
成
1
4
年
1
2
月
1
0
日
付
け

で
、
次
の
8
名
の
先
生
方
に
練
馬
区
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

任
期
は
2
年
間
で
、
今
期
で
第
九
期
日
と

な
り
ま
す
。

○
委
員
一
覧

順
不
同
・
敬
称
略

（
か
っ
こ
内
は
、
専
門
・
主
な
経
歴
）

森
　
公
章
　
新
任
（
古
代
史
・
東
洋
大
学

教
授
）

浅
井
　
潤
子
　
再
任
（
日
本
近
世
史
・
元
国

立
史
料
館
教

授
）

松
下
　
正
巳
　
再
任
（
地
域
史
・
早
稲
田
実

業
学
校
評
議

員
）

山
崎
　
弘
　
再
任
（
建
築
史
・
工
学
院
大

学
名
誉
教
授
）

品
田
　
穣
　
再
任
（
保
全
生
態
学
・
元
文

化
庁
主
任
調
査

官
）

菅
野
（
鎌
田
）
久
子
　
新
任
（
民
俗
学
・
成

城
大
学
名
誉
教

授
）

柴
辻
　
俊
六
　
再
任
（
日
本
中
世
史
・
早
稲

田
大
学
講
師
）

副
島
弘
道
　
新
任
（
美
術
史
・
跡
見
女
子

大
学
教
授
）

徳
川
家
康
が
江
戸
幕
府
を
開
い
て
四
百

年
に
な
り
ま
す
（
一
面
参
照
）
。
練
馬
区
は

江
戸
の
周
辺
農
村
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

江
戸
遺
跡
と
特
別
展
示
か
ら
江
戸
の
ま

ち
を
学
び
ま
す
。

講
義
と
見
学
の
二
日
制
で
す
。

＊
日
時
と
場
所

（
講
義
）
二
月
二
二
日
（
木
）

午
前
1

0
時
か
ら
正
午

区
役
所
本
庁
舎
交
流
会
場

（
見
学
）
二
月
一
四
日
（
金
）

午
前
1

0
時
3
0
分
～
午
後
4
時

「
新
宿
六
丁
目
遺
跡
（
出
雲

国
広
瀬
藩
下
屋
敷
跡
他
）
」

「
江
戸
東
京
博
物
館
（
大
江

戸
八
百
八
町
展
）
」

＊
費
用
な
ど

・
特
別
展
見
学
は
実
費
（
四
五
〇
～
九

〇
〇
円
）
と
な
り
ま
す
。
見
学
は
現
地
集

合
・
移
動
（
大
江
戸
線
利
用
）
で
す
。
定
員

五
十
名
（
抽
選
）
。

＊
申
し
込
み
方
法

・
往
復
は
が
き
に
①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

②
住
所
③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
「
文
化

郷
土
資
料
室
特
別
展
示

「
ア
ニ
メ
の
ま
ち

『
お
り
ま
』
」

開
催
期
間
3
／
1

5
～
5
／
5

（
月
曜
日
・
第
4
金
曜
日
・
3
／
2

8
・
4
／
2
5
は

お
休
み
で
す
。
）

お
問
い
合
わ
せ
＝
・

郷
土
資
料
室
（
石
神
井
図
書
館
地
階
）

塾
二
九
九
六
1
〇
五
六
三

財
講
座
」
　
を
ご
記
入
の
う
え
一
月
二
七

日
（
必
着
）
ま
で
に
区
役
所
文
化
財
係
ま

で
、
お
一
人
様
一
枚
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
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